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高
齢
者
世
帯
へ
支
援
金

給
付
の
可
能
性
は

武
田
孝
介
さ
ん
は
、
80
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯
へ
の
支
援
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
求

め
た
。
町
長
は
優
し
さ
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
質
問

と
し
な
が
ら
も
、
な
ぜ
80
歳
以
上
な
の
か
と
問
い
直

し
た
。「
町
内
の
約
３
割
は
80
歳
以
上
の
人
が
い
る

世
帯
。
介
護
の
必
要
性
も
増
し
、
介
護
す
る
人
も
大

変
。
年
金
受
給
額
も
少
な
い
。
人
の
支
え
で
楽
し
く

生
活
が
で
き
る
。」
と
支
援
金
の
意
義
を
訴
え
た
。

町
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
で
全
世
帯
で
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
く
ら
し
応
援
券
の
よ
う
に
、
町

民
全
員
に
支
援
で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
良
い
。」

と
の
考
え
を
伝
え
た
。

施
設
入
所
者
の
収
入
Ｕ
Ｐ
策

一
緒
に
編
み
物 

販
売
へ

佐
藤
佑
哉
さ
ん
は
、
施
設
入
所
者
の
方
と
一
緒

に
編
み
物
を
作
り
、
販
売
し
て
収
入
を
増
や

す
取
り
組
み
を
提
案
し
た
。
町
長
は
、
趣
味
を
活
か

し
お
金
を
得
る
面
白
い
取
り
組
み
と
し
、
若
い
世
代

の
人
と
一
緒
に
作
れ
ば
高
齢
者
も
喜
び
生
き
が
い
に

も
繋
が
る
。
ぜ
ひ
中
学
生
も
参
加
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
今
後
福
祉
課
や
施
設
側
と
相
談
し
た
い
と
前

向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
。

農
協
跡
地
　
体
育
館
に
し
な
い
？

中
村
颯
太
さ
ん
は
、
農
協
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
聞
い
た
。
町
長
は
、「
町
中
心
部
で
あ
り
、

周
り
に
は
い
ろ
ん
な
施
設
が
あ
る
。
ま
だ
何
を
つ
く

る
か
決
ま
っ
て
い
な
い
。」
と
し
つ
つ
も
、「
町
の
機

能
集
約
の
施
設
や
住
宅
の
建
設
が
考
え
ら
れ
る
」
と

も
述
べ
た
。
中
村
さ
ん
か
ら
は
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
基
に
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
を
備
え
た
体
育
館
建

設
を
提
案
。
ま
た
自
分
の
将
来
の
夢
も
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
と
い
う
こ
と
で
建
設
さ
れ
れ
ば
是
非
就
職

先
と
し
て
考
え
た
い
意
向
を
示
し
た
。
今
後
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
再
度
行
い
、
議
論
を
深
め
て
い
く
と
ま

と
め
た
。

暗
い
場
所
は
住
民
の
力
で
灯
せ

室
原
大
吾
さ
ん
は
、
街
灯
が
な
い
暗
い
場
所
の

改
善
計
画
を
聞
い
た
。
総
務
課
長
は
「
街
灯

は
町
が
設
置
し
た
も
の
は
な
く
、
自
治
会
や
個
人
で

の
設
置
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
の
た
め
補
助
金
を
出
し
て

対
応
し
て
い
る
。」
と
回
答
。
室
原
さ
ん
は
、
暗
い

場
所
や
設
置
個
所
に
つ
い
て
今
検
討
中
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
町
か
ら
は
検
討
し
た
結
果
を
保
護
者
の

方
に
相
談
し
、
各
自
治
会
長
さ
ん
に
話
し
て
ほ
し
い

と
し
た
。「
街
灯
設
置
数
が
増
え
れ
ば
明
る
く
な
り

防
犯
上
非
常
に
良
く
な
る
。」
と
も
付
け
加
え
た
。

想いよ とどけ‼『子ども会議』開催
　南小国町では中学三年生が町執行部や
町議会議員と意見を交わしながら共に町の
ことを考える「子ども会議」が 12月16
日に行われた。代表生徒 10 名が、町執
行部や議員に対して中学生の目線でのまち
づくりに対する疑問や熱い想いを伝える時
間となった。
　是非将来、役場職員や町長、議員とし
て活躍してくれる子どもが増えることを期
待する。
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利
用
し
や
す
い
施
設
を

本
田
拓
海
さ
ん
は
、
耕
作
放
棄
地
の
利

用
で
町
が
買
取
後
、
地
域
で
喜
ば
れ

る
施
設
や
ス
ー
パ
ー
を
建
て
て
は
ど
う
か
と

提
案
し
た
。
町
長
は
、
耕
作
放
棄
地
の
有
効

活
用
は
今
後
解
決
す
べ
き
重
要
課
題
と
し
つ

つ
も
、「
耕
作
放
棄
地
の
場
所
は
立
地
の
悪

い
場
所
。
人
が
集
ま
る
施
設
や
買
い
物
を
す

る
場
所
は
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
の
方
が

良
い
。」
と
し
、
耕
作
放
棄
地
の
利
活
用
法

は
別
に
考
え
る
方
向
で
あ
る
よ
う
だ
。

小
国
杉
を
活
用

松
崎
友
哉
さ
ん
は
、
観
光
客
を
増
や
す

た
め
に
木
製
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
設
置
の

可
能
性
を
尋
ね
た
。
農
林
課
長
は
、「
観
光

客
誘
致
に
お
い
て
林
業
に
着
目
し
て
も
ら
い

あ
り
が
た
い
。
公
園
整
備
の
声
は
以
前
か
ら

あ
っ
た
。
役
場
若
手
職
員
か
ら
も
【
森
の
広

場
】
創
造
の
提
案
も
あ
っ
た
。」
と
要
望
が
強

い
こ
と
を
認
め
た
。
木
の
ぬ
く
も
り
を
知
っ
て

も
ら
う
に
は
、
触
れ
て
体
験
す
る
こ
と
が
重

要
。
林
業
振
興
の
観
点
か
ら
も
考
え
て
い
き

た
い
と
可
能
性
に
含
み
を
持
た
せ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
っ
と
や
り
ま
し
ょ
う

泉
妃
奈
さ
ん
は
、
町
主
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
た
。
福
祉
課
長

は
、
町
で
は
環
境
美
化
活
動
以
外
に
も
、
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
子
育
て
に
関

す
る
も
の
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
中
学
生
が
参
加
で
き
る
も

の
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
情
報
を
発
信
し
て

い
く
と
し
た
。
中
学
生
に
は
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
良
い
ア
イ

デ
ア
が
あ
れ
ば
提
案
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
も
し
た
。

き
よ
ら
塾 

参
加
者
増
や
そ
う

兵
頭
虎
英
さ
ん
は
、
き
よ
ら
塾
の
活
動
を
知
ら
な

い
人
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
は
、

塾
生
募
集
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
行
っ
て
お
り
、
認

知
度
は
高
い
と
し
て
い
る
。
参
加
も
自
由
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
学
び
た
い
と
い
う
強
い
意
志
を
大
事
に
し
た
塾

で
あ
る
と
し
た
。

自
習
室
を
開
放
し
て

　

兵
頭
さ
ん
は
、
放
課
後
・
休
日
の
自
習
室
の
開
放

も
求
め
た
。
町
で
は
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内
の

図
書
室
利
用
を
勧
め
た
。
蔵
書
冊
数
も
増
え
て
お
り
、

調
べ
学
習
に
も
最
適
。
是
非
活
用
し
て
と
促
し
た
。

アスレチックで観光客誘致 耕作放棄地の利活用
南
中
３
年
生 

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
で
激
論

―――   議員への質問   ―――
町の現状　女性の社会進出

畑本悠耶さんは、女性の社会進出の現状を尋ね
た。森永議員は、世界での政治現場での男

女格差は 156ヵ国中、147 位と日本の現状を報告。
多様な意見を反映させるためには、女性議員は必
要とも。政治の現場は女性でも活躍できると自身の
体験談を語った。経
済においても南小
国町の女性就業率
の高さを紹介し、町
も応援していると女
性の活躍を促した。

意見をまとめることが難しい
心がけていることは？

権藤雄大さんは、生徒会役員としての
苦悩解決策を尋ねた。平野議長は、

難しい質問としながらも、「議会において
議員はそれぞれの考えを持ちながらも、
常に町民の立場や町民のためになる対応
をしている。議長としては、議員の意見
をよく聞くようにしている。」と答えた。
また、「悩むことは勉強になる。頑張って
ください。」とエールを送った。

森永議員へ 平野議長へ
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令
和
３
年
11
月

第
４
回
臨
時
会
　

●
専
決
処
分
の
報
告

◆
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

（
第
３
号
）

主
な
審
議

〇
消
費
税

▼
下
城
議
員　

専
決
処
分
に

至
っ
た
理
由
は
。

▽
建
設
課
長　

事
務
処
理
の
遅

れ
に
よ
り
期
限
内
消
費
税
確
定

申
告
が
で
き
ず
、
期
限
後
電
子

申
告
・
納
付
と
な
っ
た
た
め
。

▼
佐
藤
議
員　

具
体
的
な
再
発

防
止
策
は
。

▽
総
務
課
長　

人
事
異
動
時
の

事
務
引
継
に
上
司
が
同
席
す
る

他
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用

な
ど
を
検
討
。

◆
一
般
会
計
補
正
（
第
７
号
）

主
な
審
議

〇
訴
訟
委
託
料

▼
穴
井
則
之
議
員　

委
託
料
の

内
容
は
。

▽
総
務
課
長　

令
和
２
年
豪
雨

で
崩
壊
し
た
町
有
原
野
と
隣
接

旅
館
と
の
調
停
に
関
す
る
も
の
。

▼
井
上
議
員　

建
築
確
認
の
手

続
き
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

▽
建
設
課
長　

県
の
事
務
と

な
っ
て
お
り
、
危
険
箇
所
か
否

か
の
確
認
も
県
が
行
っ
て
い
る
。

〇
ワ
ク
チ
ン
接
種

▼
森
永
議
員　

今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

▽
町
民
課
長　

12
月
か
ら
医
療

従
事
者
、
２
月
以
降
、
高
齢
者

か
ら
順
次
接
種
開
始
予
定
。

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　
　
　
　

原
案
可
決

◆
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例原

案
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
（
第
８
号
）

主
な
審
議

〇
町
民
向
け
飲
食
券
補
助
金

▼
佐
藤
議
員　

前
回
の
振
り
返

り
は
。
宿
泊
業
の
食
事
利
用
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

登
録
店

舗
の
８
割
以
上
で
利
用
、
一
定

の
成
果
は
あ
っ
た
。
宿
泊
業
の

飲
食
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

▼
井
上
議
員 

不
正
防
止
策
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

毎
回
色

を
変
え
た
り
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

を
し
て
管
理
し
て
い
る
。

▼
矢
津
田
議
員　

宿
泊
に
関
す

る
補
助
の
予
定
は
。
飲
食
券
を

宿
泊
に
使
え
な
い
か
。

▽
町
長　

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
に

合
わ
せ
飲
食
券
を
発
行
し
た
。

宿
泊
と
飲
食
は
別
と
考
え
る
。

〇
事
業
者
支
援
用
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
他

▼
井
野
議
員　

検
査
キ
ッ
ト
の

配
布
方
法
は
。ア
ル
コ
ー
ル
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
ー
は
ど
の
事
業
者
で

も
設
置
済
み
で
は
な
い
か
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

マ
ス
ク

を
外
し
て
接
客
す
る
施
設
が
対

象
。
希
望
す
る
事
業
者
に
配
付

予
定
。
ア
ル
コ
ー
ル
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
は
検
温
機
能
付
き
。

　
令
和
３
年
12
月

第
４
回
定
例
会
　

◆
一
般
会
計
補
正
（
第
９
号
）

◆
一
般
会
計
補
正
（
第
10
号
）

主
な
審
議

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金▼
井
野
議
員　

給
付
日
は
。
所

得
制
限
を
超
え
る
世
帯
へ
の
独

自
給
付
と
世
帯
数
は
。

▽
福
祉
課
長　

児
童
手
当
対
象

者
は
12
月
24
日
を
予
定
。
高
校

生
に
対
し
て
は
早
け
れ
ば
１
月

７
日
。
独
自
給
付
に
つ
い
て
は

未
定
。
世
帯
数
は
約
20
件
。

▼
森
永
議
員　

認
定
の
基
準
日

は
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
に
出
生

さ
れ
た
方
へ
の
対
応
は
。

▽
福
祉
課
長　

基
準
日
は
９
月

30
日
。
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
と
生
ま
れ
る
予
定
の
方

も
予
算
化
し
て
い
る
。

▼
下
城
議
員　

大
学
生
や
専
門

学
校
生
へ
の
支
給
は
。

▽
町
長　

今
後
の
臨
時
交
付
金

の
配
分
額
を
考
慮
し
て
判
断
し

た
い
。

○
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金

▼
穴
井
千
秋
議
員　

３
月
ま
で

に
申
請
し
た
い
場
合
の
対
応
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

前
期
後

期
の
年
２
回
申
請
を
受
け
付
け

て
い
る
。
年
度
内
完
了
が
条
件

で
あ
り
、
９
月
に
申
請
が
無
け

れ
ば
難
し
い
と
判
断
し
た
。

○
定
年
延
長
関
係
例
規
整
備
委

託
料

▼
矢
津
田
議
員　

定
年
延
長
制

度
の
内
容
は
。

▽
総
務
課
長　

令
和
６
年
度
か

ら
国
家
公
務
員
が
導
入
す
る
。

そ
れ
に
伴
い
令
和
４
年
度
中
に

条
例
改
正
が
必
要
と
な
る
。

〇
給
食
セ
ン
タ
ー
修
繕
料

▼
穴
井
千
秋
議
員　

建
て
替
え

の
予
定
は
。

▽
町
長　

県
の
検
査
で
指
摘
の

あ
っ
た
も
の
。
小
国
町
に
委
託

で
き
な
い
か
検
討
中
。

◆
南
小
国
町
長
等
の
損
害
賠
償

責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条

例主
な
審
議

▼
佐
藤
議
員 

過
失
の
判
断
は
。

▽
総
務
課
長　

裁
判
所
の
判
断

に
な
る
。　
　
　

原
案
可
決

補正予算　主な事業 （万円）
水道事業特別会計（第３号） 承　　認
消費税 160
一般会計（第７号） 承　　認
訴訟委託料 43
新型コロナワクチン３回目経費 366

補正予算　主な事業 （万円）
一般会計（第８号） 原案可決
庁舎用ディスプレイ 56
事業者支援用抗原検査キット他 873
町民向け飲食券補助金 943
水道事業特別会計（第４号） 原案可決
加算税・延滞税 33
公共下水道事業特別会計（第３号） 原案可決
加算税 8
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◆
南
小
国
町
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

主
な
審
議

▼
穴
井
千
秋
議
員　

費
用
弁
償

を
下
げ
る
理
由
は
。
団
員
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
早
め
て
は
。

▽
総
務
課
長　

他
の
委
員
と
統

一
し
た
。

▽
町
民
課
長　

３
回
目
は
２
回

目
終
了
後
８
ヶ
月
経
過
が
基

準
。

▼
井
野
議
員　

部
長
の
報
酬
を

上
げ
て
も
い
い
の
で
は
。

▽
総
務
課
長　

幹
部
会
議
で
特

段
意
見
無
し
。　

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
税
特
別
措
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

主
な
審
議

▼
井
上
議
員　

振
興
す
べ
き
業

種
と
は
。

▽
税
務
課
長　

製
造
業
、
旅
館

業
、
農
林
水
産
物
販
売
業
、
情

報
サ
ー
ビ
ス
業
等
。

▼
穴
井
則
之
議
員　

区
域
の
定

め
は
。

▽
税
務
課
長　

町
内
全
域
。

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

原
案
可
決

◆
小
国
町
外
一
ヶ
町
公
立
病
院

組
合
規
約
の
一
部
変
更

主
な
審
議

▼
児
玉
議
員　

名
称
変
更
の
経

緯
は
。
事
務
局
長
人
事
は
。

▽
町
長　

院
長
交
代
が
節
目
。

両
町
長
と
堀
江
院
長
、
片
岡
事

業
管
理
者
で
協
議
し
た
。
事
務

局
長
は
現
在
公
募
中
。原

案
可
決

◆
調
停
の
申
立
て
原
案
可
決

●
教
育
委
員
任
命

（
動
目
木
）
鎗
水
幸
子　

氏

同
　
　
意

（
志
童
子
）
橋
本
一
幸　

氏

同
　
　
意

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦

（
田
の
原
）
森　

明
治　

氏

同
　
　
意

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

◆
町
道
瓜
上
矢
田
原
線
道
路
改

良
工
事

契
約
金
額　
　

５
４
７
８
万
円

契
約
の
相
手
方　

㈲
井
上
建
設

原
案
可
決

◆
普
通
河
川
小
田
川
⑨
災
害
復

旧
工
事

契
約
金
額　
　

６
５
４
０
万
円

契
約
の
相
手
方　

㈲
合
原
技
建

原
案
可
決

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

◆
普
通
河
川
小
田
川
⑧
災
害
復

旧
工
事

契
約
金
額
（
増
減
額
）
△
86
万
円

契
約
の
相
手
方　

㈲
合
原
技
建

原
案
可
決

●
陳
情

◆
ウ
イ
グ
ル
等
の
人
権
問
題
に

対
し
国
に
調
査
を
求
め
る
意
見

書
採
択
の
お
願
い

反
対
討
論

▼
佐
藤
議
員　

人
権
侵
害
を
容

認
は
し
な
い
が
、
内
政
干
渉
に

該
当
す
る
と
思
う
。
採
択
町
村

に
名
を
連
ね
る
こ
と
で
、
中
国

か
ら
の
観
光
客
の
受
け
入
れ
に

影
響
が
で
る
の
で
は
。

賛
成
討
論

▼
穴
井
則
之
議
員　

ハ
ン
セ
ン

病
元
患
者
宿
泊
拒
否
事
件
を
契

機
に
、
学
生
や
一
般
町
民
ま
で

幅
広
く
人
権
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
地
方
議
会
と
し
て
軽

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

採
　
　
択

◆
ウ
イ
グ
ル
の
人
権
問
題
に
対

し
国
に
調
査
を
求
め
る
意
見
書

採
択
の
お
願
い　

採
　
　
択

12 月定例会（12月 15 日～ 17 日）採決結果

議案番号 事　件　名

採
決
結
果

穴
井
則
之

佐
藤
　
毅

井
野
和
哉

井
上
則
臣

矢
津
田
道
夫

下
城
孔
志
郎

児
玉
秀
次
郎

穴
井
千
秋

森
永
一
美

陳情第7号 ウイグル等の人権問題に対し国に調査を求める意見書採
択のお願い（ウイグルを応援する全国地方議員の会） 採択 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳情第8号 ウイグルの人権問題に対し国に調査を求める意見書採択
のお願い（特定非営利活動法人日本ウイグル協会） 採択 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第3号 ウイグル等の人権問題に対し国に調査を求める意見書の
提出について 可決 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇…賛成、　×…反対、　欠…欠席　※賛否の分かれた案件のみ掲載。

補正予算　主な事業 （万円）
一般会計（第９号） 原案可決
役場庁舎入口修繕増額分 167
役場庁舎別館建設工事増額分 175
夢チャレンジ補助金 △ 900
携帯電話基地局修繕 304
施設型給付費負担金 245
子育て世帯への臨時特別給付金 2665
町民向け宿泊券補助金 1043
観光振興プレミアム付き商品券発行 950
一般会計（第 10号） 原案可決
子育て世帯への臨時特別給付金事業 2678
国民健康保険特別会計（第２号） 原案可決
療養給付費等返還金 16
介護保険特別会計（第３号） 原案可決
第１号訪問事業費負担金 48
水道事業特別会計（第５号） 原案可決
簡易水道配水管布設替工事 200
消費税 182
農業集落排水事業特別会計（第３号） 原案可決
職員手当等 15
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交
通
弱
者
対
策
の
現
状
と
こ
れ
か
ら

【
議
員
】
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
が

実
施
中
。
に
じ
バ
ス
は
運
行
開
始
す
る

も
利
用
者
は
低
迷
。
安
心
し
て
移
動
で

き
る
よ
う
に
仕
組
み
の
見
直
し
を
。

【
町
長
】
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
は

重
要
な
施
策
。
利
用
者
は
減
少
し
て
い

る
が
、
満
足
度
は
高
い
。
公
共
福
祉
向

上
に
向
け
て
継
続
し
て
い
く
。
に
じ
バ

ス
は
広
報
周
知
を
図
り
な
が
ら
小
国
町

と
協
議
し
て
い
く
。

【
議
員
】
65
歳
以
上
に
助
成
対
象
者
を

拡
大
し
、
町
民
の
福
祉
向
上
を
。

【
町
長
】
段
階
的
に
枠
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
は
検
討
、
協
議
し
て
い
く
。

【
議
員
】
シ
ニ
ア
カ
ー
の
購
入
補
助
、

レ
ン
タ
ル
の
実
施
を
検
討
し
て
は
。

【
町
長
】
高
森
町
で
事
業
化
さ
れ
て
い

る
。
情
報
収
集
を
行
う
。

農
協
跡
地
の
今
後
の
利
活
用
法

【
議
員
】
町
民
も
期
待
し
て
見
守
っ
て

い
る
。
利
活
用
計
画
や
施
設
建
設
等
に

お
い
て
、
ど
う
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

【
町
長
】
町
民
満
足
度
向
上
に
繋
が
る

よ
う
農
協
跡
地
利
活
用
検
討
委
員
会
で

検
討
し
て
も
ら
う
。
建
設
に
お
い
て
は

民
間
事
業
者
と
の
連
携
も
考
え
て
い

く
。

【
議
員
】
最
終
決
定
ま
で
の
期
間
は
。

そ
の
間
の
利
用
法
は
。
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
再
実
施
の
可
能
性
は
。

【
町
長
】
来
年
度
い
っ
ぱ
い
は
情
報
収

集
、
情
報
の
共
有
の
時
間
と
な
る
。
当

面
は
駐
車
場
と
し
て
利
用
。
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
は
再
度
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。

【
議
員
】
議
論
活
性
化
の
為
に
、
検
討

委
員
会
へ
の
有
識
者
参
加
が
必
要
。

【
町
長
】
幅
広
い
議
論
の
為
に
、専
門
家
・

女
性
等
の
増
員
も
必
要
。

佐藤　毅
議員

平
野
台
地
区
の
今
後
の
活
用
法
は

【
議
員
】
平
野
台
か
ら
大
谷
山
に
か
け

て
の
エ
リ
ア
は
、
整
備
か
ら
30
年
が
経

過
し
、
以
前
と
は
か
け
離
れ
た
状
況
に

な
っ
て
い
る
が
。

【
町
長
】「
健
康
と
ゆ
と
り
の
森
事
業
」

と
し
て
整
備
さ
れ
た
が
、
熊
本
地
震
や

大
雨
の
影
響
で
、
再
整
備
が
必
要
に

な
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
県
補
助
金

を
活
用
し
て
、
一
部
復
旧
の
計
画
を
し

て
い
る
。

【
農
林
課
長
】
予
定
と
し
て
は
、
木
柵

の
補
修
や
遊
歩
道
の
手
直
し
を
考
え
て

い
る
。

【
議
員
】
今
後
の
活
用
法
と
し
て
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
や
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
な
ど
、
収
益
を
あ
げ

る
方
法
も
検
討
し
て
み
て
は
。

【
町
長
】
平
野
台
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
地
区
で
も
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

で
き
な
い
か
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
を

延
ば
す
た
め
に
も
、
今
後
協
議
を
し
て

い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
観
光
客
誘
致
と

い
う
点
で
は
関
係
し
て
く
る
の
で
、
農

林
課
と
連
携
し
て
努
力
し
て
い
く
。

井野　和哉
議員

木柵が腐食している平野台展望所

土砂が埋没している清流の森遊歩道
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町
と
し
て
環
境
宣
言
を
！

【
議
員
】
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
と

リ
サ
イ
ク
ル
促
進
を
目
的
と
し
た
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
」
が
令

和
４
年
４
月
よ
り
施
行
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
お
考

え
か
。

【
町
長
】
法
で
定
め
ら
れ
た
内
容
に
対

し
て
は
阿
蘇
広
域
で
一
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

ま
た
、
循
環
型
経

済
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
。
情
報
を
集
め
な
が
ら
、

町
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
関
係
課
で

チ
ー
ム
を
組
ん
で
協
議
し
、
小
さ
な
動

き
か
ら
で
も
進
め
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
町
と
し
て
環
境
宣
言
を
し
て

は
ど
う
か
。
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
者
の
動
き
も
変
わ
り
、
住
民
へ
の

啓
発
に
も
繋
が
る
の
で
は
。

【
町
長
】
今
後
循
環
型
の
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
く
上
で
も
宣
言
は
必
要
で
あ

る
。

家
庭
と
仕
事
の
両
立
推
進
を

【
議
員
】
本
町
で
も
共
働
き
世
帯
が
多

い
が
、
子
育
て
は
母
親
が
主
と
な
っ
て

行
う
も
の
と
い
う
意
識
が
根
強
い
。
働

き
な
が
ら
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
今

一
度
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
の
推
進
に
つ
い
て
ど
う
お
考

え
か
。

【
町
長
】
住
民
へ
の
啓
発
活
動
も
考
え

て
い
き
た
い
。
現
在
、
小
国
郷
内
で
病

児
保
育
事
業
を
協
議
中
。

【
町
民
課
長
】
家
庭
で
充
実
し
た
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
に
で
き
る
限
り
の
支

援
を
し
た
い
。

【
議
員
】
役
場
の
男
性
職
員
の
育
児
休

暇
取
得
を
促
進
し
て
は
。
町
内
企
業
向

け
に
取
得
促
進
の
助
成
制
度
を
作
っ
て

は
。

【
町
長
】
現
在
、
取
得
可
能
な
男
性
職

員
11
名
中
、
１
名
が
育
児
休
業
中
。
本

町
役
場
で
は
初
め
て
の
取
得
と
な
る
。

業
務
効
率
化
と
合
わ
せ
て
、
気
兼
ね
な

く
取
得
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た

い
。
事
業
者
に
対
す
る
補
助
に
関
し
て

は
、
ま
ず
は
情
報
を
集
め
た
い
。

森永　一美
議員

今
後
の
道
路
網
の
整
備
は

【
議
員
】
今
後
の
道
路
網
整
備
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。
ま
た
、

大
観
峰
ト
ン
ネ
ル
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
国
県
道
と
集
落
間
を
結
ぶ
主

要
道
路
に
つ
い
て
は
、
車
両
の
離
合
が

可
能
な
改
良
は
概
ね
終
え
た
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
は
国
の
方
針
の
も
と
、

橋
梁
等
重
要
構
造
物
や
舗
装
補
修
等
の

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
に
シ
フ
ト
す

る
必
要
が
あ
る
。
大
観
峰
ト
ン
ネ
ル
は

期
成
会
を
立
ち
上
げ
る
べ
く
、
関
係
自

治
体
に
依
頼
を
し
て
い
る
が
、
一
部
自

治
体
が
保
留
状
態
で
結
論
が
出
て
い
な

い
。

【
議
員
】
町
長
が
発
案
者
と
な
り
、
長

期
的
な
構
想
の
中
で
高
速
道
路
や
高
規

格
道
路
の
期
成
会
を
立
ち
上
げ
て
み
て

は
ど
う
か
。
そ
の
一
連
の
中
に
大
観
峰

ト
ン
ネ
ル
が
入
る
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
長
期
的
な
視
点
で
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
情
報
収
集
し
な
が
ら

各
首
長
と
話
し
た
い
。

下城　孔志郎
議員

着工中の国道 57号滝室坂トンネル

本町で開催された令和元年度国道 442 号
道路整備促進期成会定期総会
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道
幅
の
狭
い
箇
所
に
離
合
箇
所
を

つ
く
る
こ
と
の
検
討
を

【
議
員
】
バ
イ
パ
ス
工
事
が
中
断
し
た

ま
ま
の
「
県
道
南
小
国
波
野
線
」
と
幅

員
改
良
の
要
望
が
上
が
っ
て
い
た
「
県

道
満
願
寺
黒
川
線
」
の
進
展
は
。

【
町
長
】
バ
イ
パ
ス
工
事
は
、
一
部
の

用
地
交
渉
が
難
航
し
事
業
休
止
。
休
止

中
に
も
地
権
者
と
交
渉
の
場
を
持
っ
た

が
、
事
業
再
開
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な

い
。
満
願
寺
黒
川
線
は
、
老
朽
化
に
伴

う
「
滝
の
上
橋
」
橋
梁
改
築
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

橋
梁
改
築
を
最
優
先
に
実
施
す
る
。

【
議
員
】
バ
イ
パ
ス
完
成
の
見
通
し
が

立
た
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
両
道
に
お
い

て
道
幅
が
狭
い
箇
所
の
離
合
箇
所
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
幅
員
も
狭
く
離
合
箇
所
も
少

な
く
、
運
転
に
支
障
を
き
た
す
状
況
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
で
き
る
限
り
僅
か

で
も
拡
張
で
き
れ
ば
と
思
う
。
引
き
続

き
県
に
働
き
か
け
る
。

中断している県道南小国波野線バイパス工事

幅員の狭い県道満願寺黒川線

児玉　秀次郎
議員

歴
史
・
遺
産
等
文
化
財
の
保
護
を

【
議
員
】
先
人
が
築
い
た
歴
史
を
守
り

継
承
し
て
い
く
こ
と
も
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
の
大
事
な
要
素
。
ど
う
守
り
育
ん

で
い
く
の
か
。

【
町
長
】
補
助
金
や
助
言
等
を
行
い
、

管
理
修
理
の
保
存
支
援
を
し
て
い
く
。

歴
史
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
守
る

伝
え
る
心
を
育
む
活
動
に
取
り
組
む
。

【
議
員
】
重
要

な
歴
史
遺
産
が

存
在
す
る
。
観

光
資
源
と
し
て

活
用
で
き
な
い

か
。

【
ま
ち
づ
く
り

課
長
】
地
域
文

化
を
学
ぶ
こ
と

も
観
光
の
重
要

な
こ
と
。
所
有
者
や
関
係
機
関
と
連
携

し
取
り
組
む
。

【
議
員
】
所
有
者
の
意
向
よ
り
、
町
が

率
先
し
て
保
存
・
活
用
に
動
く
べ
き
。

豊
か
な
町
に
な
る
に
は
、
文
化
財
の
継

承
は
大
事
な
要
素
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
保
存
状
態

を
確
認
し
、
保
存
活
用
を
考
え
て
い
く
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
は

【
議
員
】
少
子
高
齢
化
の
今
後
、
経
済

的
効
率
化
を
図
る
意
味
で
も
検
討
の
時

期
に
来
て
い
る
の
で
は
。

【
町
長
】
中
心
部
に
公
的
機
能
を
集
約

し
、
町
民
の
利
便
性
や
満
足
度
向
上
を

図
る
目
的
で
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

【
議
員
】
地
区
ご
と
や
産
業
ご
と
の
集

約
化
は
で
き
な
い
か
。
構
想
を
練
る
と

き
は
、
事
業
者
か
ら
の
提
案
の
ほ
か
に
、

町
民
か
ら
の
提
案
を
募
集
し
て
も
ら
い

た
い
。

【
町
長
】
大
字
ご
と
に
エ
リ
ア
を
集
約

し
、
住
み
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
ら
中

心
部
に
来
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
整

え
て
い
く
必
要
は
あ
る
。
産
業
ご
と
の

集
約
化
は
わ
か
ら
な
い
。
民
間
企
業
の

活
用
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
に
よ
り
、
町
民
の
意
向

は
反
映
で
き
る
部
分
も
あ
る
。

井上　則臣
議員
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令和３年・４年　議会日誌
10月

30 小中学生プレゼンテーション大会

11
　
　
月

4 熊本県町村議会広報研修会（オンライン研修）
5 議員勉強会
5 定数削減に関する特別委員会
7 きよらの郷防犯少年柔道大会
8 阿蘇広域議会運営委員会
9 令和３年第４回臨時会
9 議会広報調査対策特別委員会南中清流寮取材
11 阿蘇市町村議長会議長・事務局長研修会（写真①）
15 全国過疎連盟第52回定期総会
17 経済建設常任委員会町有林視察
26 第65回町村議会議長全国大会
30 小国公立病院議会

12
　
　
月

8 議会運営委員会
13 総合計画策定推進協議会
13 ケーブルテレビ番組審査会

15～17 令和３年第４回定例会
16 中学生子ども会議
16 阿蘇広域議会運営委員会
21 議会広報調査対策特別委員会
23 阿蘇広域議会定例会
24 県町村議長会第４回理事会

１
　
　
月

3 成人式
6 消防団出初式（写真②）
13 立志式（写真③）
19 阿蘇市町村議長会総会、議長・事務局長合同会議
21 令和４年第１回臨時会
21 全員協議会
21 定数削減に関する特別委員会
21 議会広報調査対策特別委員会
25 熊本県町村議会議長研修会（オンライン研修）

写真②

写真①

写真③

町
の
人
工
林
の
今
後
は

【
議
員
】
町
内
の
山
林
は
、
担
い
手
不

足
に
よ
り
手
入
れ
が
進
ま
な
い
状
況
で

あ
る
。
町
の
人
工
林
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

【
町
長
】
町
内
の
山
林
の
大
部
分
は
、杉
・

桧
の
針
葉
樹
で
あ
り
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
の
際
に
は
、
山
林
崩
壊
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
今
後
、
収
入
の

確
保
や
景
観
に
配
慮
し
た
広
葉
樹
等
の

植
栽
も
必
要
だ
と
思
う
。

【
議
員
】
町
で
は
10
年
間
の
森
林
整
備

計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
思
う
が
。

【
農
林
課
長
】
令
和
２
年
か
ら
令
和
12

年
ま
で
の
10
年
間
、
水
源
涵
養
機
能
と

し
て
の
保
全
、
生
物
多
様
性
の
保
全
や

山
地
災
害
防
止
機
能
な
ど
、
山
林
を

ゾ
ー
ン
分
け
し
、
計
画
策
定
を
し
て
い

る
。
所
有
者
の
意
向
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
の
で
、
意
向
調
査
を
踏
ま
え
、
協

議
を
進
め
て
い
く
。

【
議
員
】
ま
ず
、
町
有
林
を
ゾ
ー
ン
分

け
し
て
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

穴井　則之
議員

手入れの行き届いていない人工林

令和２年４月に策定された南小国町森林整備計画
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議員定数削減に関する特別委員会
１１月５日

　令和２年３月に発足した議員定数削
減に関する特別委員会。欠席議員がい
た為、結論を出すまでには至りません
でした。
　会議ではまず、前回改選時に定数を
削減した小国町と定数８名の産山村の
聞き取り調査の報告が行われ、その後
議員各々が定数削減に対する想いや考
えを自由に述べました。
　数か質かが問われる中、次回開催時
では、あらゆる角度から協議した上で
次回選挙からの定数のあり方を決定し
て参りたいと思います。

議会広報調査対策特別委員会
１１月９日

　教育委員会・教頭先生・寮監の案内
のもと、南中寮の視察を行いました。
　寮母さんと生徒達との交換日記で食
事の感想やリクエストを伝えていたり、
生徒達が係を決めて寮運営を行なって
いたり、より良い寮生活になるような取
り組みがありました。また、改善を要す
ると感じた点についてはその場で要望
を上げております（Wi-Fi 環境整備、共
有パソコン導入、食堂天井の換気扇撤
去、トイレ改修、防犯カメラ設置等）
　広報委員会では、議会広報としての
役割を全うすべく、今後も現地に足を
運び続けたいと思っ
ております。今回ご
対応いただきました
皆様、ありがとうご
ざいました。

阿蘇広域行政事務組合議会
１２月２３日

　定例会が行われ、新規条例制定３件、
消防ポンプ自動車の変更契約１件、補
正予算３件が提出されました。
　一般会計については、28 万 9000 円
を追加し 35 億 5383 万 3000 円となっ
ています。主な増減要因は、人事異動
に伴う増減、共済費の確定に伴う増減、
昨今の原油価格の上昇に伴う公用車燃
料費の不足に伴う増額補正が計上され
ました。
　慎重な審議の結果、全会一致で可決
されました。

小国町外一ヶ町公立病院組合議会
１１月３０日

　定例会が行われ、令和３年度病院事
業会計に収入支出それぞれ３億 3500
万円を追加する補正予算が議案として
提出されました。
　収入においては、新型コロナウイル
ス感染症患者等入院病床確保の国から
の補助金が、支出では新型コロナウイ
ルス感染症対応に対する全職員への慰
労手当や人工呼吸器、ＰＣＲ検査機器
購入費用が計上されました。審議を行
い全会一致で承認、可決されました。
　尚、令和４年４月１日から組合の名
称が「小国町外一ヶ町公立病院組合」
から「小国郷公立病院組合」へと変わ
ります。これからもよろしくお願い致
します。

委員会報告・一部事務組合議会報告
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経済建設常任委員会　～町有林現地調査確認～

　経済建設常任委員会では、３回に分けて町有林の現地確認を行いました。
　町が所有している直営林は、赤馬場地区に 19 ヶ所 29.97ha、中原地区に 40 ヶ所
86.28ha、満願寺地区に 64 ヶ所 130.68ha、全体で 123 ヶ所 246.93ha を所有してい
ます。また、隣町の小国町にも、町所有の山林が 11ha、両町共有の山林 72.71ha が
あります。
　ほとんどが、杉・桧の山林ですが、クヌギや松が生育する町有林もあり、林齢が
70 年を超える杉や、間伐の必要な山林もあり、計画を立てながら管理していく必要
性を感じました。
　現地確認の１回目は、赤馬場地区の 11 ヶ所の確認を行いました。杉田・鬼山地区
の山林は、手入れもされていましたが、国道 212 号線沿いの山林は、急傾斜の立地
で作業道も整備されておらず、かなり手入れの難しい場所でした。田中地区の奥にあ
る山林は、平成２年の台風で倒木した後に植樹された桧山でしたが、間伐も十分にな
されておらず、早急に手入れの必要性を感じました。
　２回目は、中原地区の８ヶ所の現地確認を行いました。瓜上地区から樋の口地区へ
抜ける途中にある山林は、伐採の適期を迎えており、令和４年度に伐採の予定となっ
ています。　横道地区の奥にある山林は、30ha 程の広大な山林になりますが、大雨
や風倒木の影響で現地までの道路も通行困難な場所もあり、今後どう管理していくの
か、全く予定の立てようのない場所でした。
　３回目は、満願寺地区の 12 ヶ所の現
地確認を行いました。りんどうヶ丘小学
校近くの原野と接している山林は、野焼
きの際に支障があることから、こちらも
令和４年度に伐採の予定となっています。
瀬の本地区にある山林は、標高が高く樹
齢の割には伸びも幹太りも悪く、素材と
しても価値のあるような山林ではありま
せんでした。この地区には、瀬の本の松
並木があり、現在も 200 本余りの松が自
生しており、定期的に松食い虫の防除を
行っているそうです。
　今回は、比較的車で行けて、現地確認
がしやすい場所でしたが、町有林全体の
４分の１程の確認にとどまりました。そ
れでも手入れの行き届かない山林もあり、
残りの現地確認のできない場所も含め、
これからどう維持していくのか、維持管
理の経費削減のためにも、除伐を行った
後に水源涵養林の役割を果たすためにも
常緑樹の植林を行い、町有財産の価値を下げないよう計画をしていくなど、これから
も町有林の活用・維持管理について、検討を続けていきます。

（報告者：井野和哉委員）

11 月 17 日に実施した満願寺地区の町有林視察

松くい虫の防除を実施している瀬の本松並木
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議
会

広
報

 南
小
国
　
令
和
４
年
２
月
　
第
124号

〒
869-2492

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143

番
地

☎
 0967(42)1125　

 FAX  0967(42)1122
編

集
：

議
会

広
報

調
査

対
策

特
別

委
員

会
発

行
：

南
小

国
町

議
会

　

こ
こ
数
年
、
イ
ベ
ン
ト
や
日
々
の
生
活
ま
で
も
が

制
限
を
受
け
て
、
大
切
な
人
に
も
会
え
な
い
我
慢

の
日
々
が
続
い
て
、
出
口
の
見
え
な
い
状
況
が
い
つ

ま
で
続
く
の
か
、
不
安
で
た
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
12
月
の
定
例
議
会
で
、
中
学
３
年

生
た
ち
に
よ
る
子
ど
も
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

よ
り
良
い
町
に
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
と
と
も

に
、
若
い
世
代
が
行
政
や
町
の
あ
り
方
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
に
、う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
そ

の
子
ど
も
達
も
受
験
に
向
け
て
、
追
い
込
み
の
時

期
に
入
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

万
全
の
体
調
で
、
最
高
の
結
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。（
井
野
和
哉
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　
　

委　

員　
　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

佐
藤　
　

毅

…
南
小
国
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

学
生
時
代
か
ら
の
夢
だ
っ
た
旅
行
業
界
に

就
き
、
団
体
旅
行
の
企
画
・
営
業
・
添
乗
な

ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
が
面
白
く
て
充

実
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
る
日
突
然
、
上

司
か
ら
「
南
小
国
に
行
っ
て
、
町
の
発
展
の

た
め
に
仕
事
を
し
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
驚
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
週
間
後
に

は
妻
と
南
小
国
に
住
み
始
め
ま
し
た
。

…
現
在
、
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

　

町
の
観
光
全
般
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

特
に
注
力
し
て
い
る
事
業
は
２
つ
で
す
。

　

１
つ
目
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
地
域
の
文
化
や
自
然
に
触
れ
る
体
験
型
旅

行
）
の
ツ
ア
ー
作
り
で
す
。
南
小
国
の
上
質

な
里
山
の
暮
ら
し
を
じ
っ
く
り
と
体
験
し
、

文
化
や
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ア
ー
を
相

方
の
ワ
ル
・
マ
ッ
ク
ス
と
造
成
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
世
界
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
長
が
実
際
に
お
越
し
に
な

り
、
絶
賛
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験
で
す
。
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
初
心
者
で

も
観
光
客
で
も
体
験
で
き
る
よ
う
に
、
機
材

を
貸
し
出
し
、
現
地
で
操
縦
の
仕
方
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
誰
で
も
そ
の
場
で
南
小
国

の
美
し
い
風
景
を
空
撮
で
き
る
の
で
、
体
験

さ
れ
た
方
が
ご
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
南
小
国

を
発
信
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

…
南
小
国
は
い
か
が
で
す
か
？

　

南
小
国
含
め
阿
蘇
地
域
は
、
世
界
に
類
を

見
な
い
、
世
界
ク
ラ
ス
の
観
光
地
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
あ
る
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ

価
値
を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
こ
と
で
、
満
足
度

向
上
と
価
値
の
換
金
化
に
繋
が
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

町
を
俯
瞰
し
て
見
る
と
、
南
小
国
に
住
み

た
く
て
も
住
む
場
所
が
な
い
方
も
い
る
一
方

で
空
い
て
い
る
物
件
も
あ
り
、
も
っ
た
い
な

い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

う
ま
く
埋
ま
れ
ば
移
住
定
住
も
促
進
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

取
材
：
井
上
則
臣
・
森
永
一
美

文
・
写
真
：
森
永
一
美

小寺　大輔さん
住んで体感した“南小国らしさ”をカタチに。
経験×旅行愛で“上質な里山”の魅力を発信中

プロフィール
福岡市出身、杉田在住。旅行業界一筋 25 年。今までに訪れた地域は
日本は全都道府県、世界は 20 ヵ国 40 エリア。2019 年４月より地域
活性化起業人※  としてＪＴＢから㈱ＳＭＯ南小国に出向。
趣味のジョギングで杖立や大観峰まで走ることも。

※地域活性のため、民間企業から派遣される制度。特別交付税措置の対象事業

町民インタビュー　Vol.8

視察依頼は全国各地からあり、 オンラインで

商談会に参加することも

自転車ツアー造成中／もちろん自身でペ

ダルを漕いで町中を見てまわります

子ども達は初めての議場に興奮した様
子でした。ぜひ傍聴にお越しください。
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